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課題３ 生態系再生における市民協働のありかたの模索 

―佐倉市上手繰川における協働の経験を基にしてー 

 

 

１．はじめに 

印旛沼流域において，市民（団体）によるさまざ

まな環境保全活動が行われている。ここでは，県の

立場から見た市民との協働のあり方やそれぞれの役

割について，佐倉市の上手繰川において県が中心と

なって行った協働事業を例にして考える。 

 

２佐倉市上手繰川における協働事例 

2.1 経過 

平成 14 年度から県水質保全課が「河川水の植生浄

化事業」を実施する中で，3 年目の事業対象を印旛

沼流入河川の一つである上手繰川（準用河川；佐倉

市管理）に決定した。 

 

図１ 上手繰川（佐倉市） 

 

当初は事業名の示すとおり，植生を利用した河川

水浄化実験を行う計画であったが，上手繰川の実験

予定地の水質はすでに良好であったため，水質（特

にＢＯＤ）改善というよりも，もっと広く捉えて水

環境改善という目的に修正した。 

2.2 各主体の役割分担 

計画の策定に当たっては，市民，県（環境及び土

木部局），佐倉市（同）及び専門家による委員会を

作り，その中で議論しながら，市民の意見を最大限

に取り入れた。 

土木工事は県の予算で実施した。本事例は予算要

求の時点では「水質浄化実験」であったため，県の

土木部局ではなく環境部局で工事を執行した特殊な

ケースである。 

 
図２ 事業前 （２００３．９．２２） 

 

 

図３ 施工中の様子 （２００４．２．１９） 

 

完成後は維持管理（補修，ゴミ拾い等）を佐倉市

に移管した。市は計画段階から参画している市民団

体の協力を得ながら，また意見を聞きながら，土手

の草刈等の維持管理を行っている。市民団体は定期

的に維持管理を行うと共に，台風通過後の土砂の堆

積等についても補修作業を行っている。 

 

上手繰川 
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図４ 事業完成直後 （２００４．３．１５） 

 

 
図５ 植栽帯のようす （２００４．６．１８） 

 

この場所の活用としては，周辺住民が散歩で楽し

むようになったほか，市が市民の協力を得ながら夏

休みにこの場で自然観察会を開催し，近隣の小学校

も総合的な学習の時間に環境学習を実施している。 

 

図６ 環境学習の場として活用（2004．9.22） 

 

なお，当研究センターは工事完成直後から 3 年間

にわたり，市及び市民と協働で調査を実施した。調

査の分担としては，サンプリングは市民・市・当セ

ンターが一緒に行い，水質の理化学分析は当センタ

ー，生きもの調査は市民グループが分担し，それぞ

れの結果は市が報告会を開催して全員が共有する形

をとった。（水質調査結果については資料編に掲載） 

 

３．市民との協働による生態系再生のあり方 

これまでに，印旛沼流域におけるいくつかの環境

保全市民団体へのヒアリングを通して，市民（団体）

の生態系再生の活動について，実態と課題について

調査を行った。また，上述のように，佐倉市上手繰

川における協働の事例を経験した。これらを基にし

て，市民・行政・企業の協働のあり方について考え

る。川などの生態系再生における市民，行政，企業

の協働は，それぞれの立場で役割分担（できること，

やるべきこと）があると考えるからである。 

3.1 市民ができること 

まず市民ができることとしては，「場」について

の情報の提供である。何と言っても地元でずっと暮

らしている人は，その場所についてよく知っている。

特に，昔がどうなっていたのか（地形，生物，利用

状況，等）という情報は再生にとって大切なもので

ある。 

市民はその場所を使う立場でもあることから，こ

う使いたい，こうなればいい，というアイデアや要

望を提案することもできる。 

さらに，生態系再生の工事が完成した後の維持管

理は，行政が行うと予算の制約があるので，最低限

の機械的なものになりがちであるが，市民は散策す

る，自然を楽しむというように利用する立場でもあ

るので，市民が維持管理を担当すれば，心がこもっ

て十分な目配りもできるはずである。 

3.2 行政（県，市町村）ができること 

なんといっても行政には事業実施者（スポンサー）

という役割がある。もちろん大規模な土木工事は市

民のできることではないので，行政の役割である。 

印旛沼流域の水草再生では，市民団体が湖岸にお

いて，印旛沼でかつて自生していた水生植物を栽培

していたが，台風時の増水のために流されてしまう

という事態が発生した。市民団体はそれを修復する

費用や人手がなかったため，現在この活動は中断さ

れたままである。小さな池や水路における生態系再

生は別として，河道内や沼の中での再生は，危険性
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の面からも，市民団体ではなく自治体が行わなけれ

ばならない。 

土地利用，河川管理などでいろいろな制約が出て

くる場合には，河川管理者は洪水時の対策等を十分

考慮した上で，杓子定規な対応でなく柔軟に考えて

ほしい。 

河川の生態系再生の場合，流域が複数の市町村に

またがっていることも多い。その場合，市同士では

協議をしにくいこともあるので，県などの上位組織

が調整役として参加することも必要になる。 

3.3 企業ができること 

企業ができることもたくさんある。もともと企業

には営利という目的があるが，社会貢献という点か

らも積極的に協働できれば良い。 

まず金銭的支援があげられよう。寄付という単発

の形，助成金・基金という形などがある。場合によ

っては自社製品等の物品の寄付もあり得る。 

また，市民グループの打ち合わせ場所（会議室等）

の提供や，従業員有志に作業の参加を呼びかけるこ

となど，大企業でなくてもできることはたくさんあ

るはずである。 

3.4 専門家ができること 

 計画段階では市民の意見を広く募集し，市民を加

えた計画策定委員会を作ることが望まれるが，同時

に専門家の意見を聞くことも必要である。市民の「熱

い」思いや郷愁に左右されることなく，冷静で科学

的な視点からの確認が不可欠である。 

生態系の再生に当たっては，計画を立てる前に，

まず現況調査をきちんと実施することが必要である

が，この調査計画の段階から専門家に助言を依頼す

ると良い。 

3.5 アダプト制度 ―市民参加方法の一例としてー 

 市民参加（協働）の一つの方法として，アダプト

制度があげられる。アダプト（adopt）というのは養

子縁組，まかせる，というような意味があり，アメ

リカでハイウェイのゴミ拾いを，ある市民団体が任

されて行ったというのがはじまりである。 

まず，行政と市民団体が契約書を取り交わす。市

民団体が清掃活動等を行い，行政ではそれをお願い

する，という契約である。そして通常，行政は「こ

の地域では○○グループが◎◎活動をしています」

という「看板」を立てることが特徴である。この看

板によって，団体の活動を広く知らしめることがで

き，団体としては「認められて仕事をしている」と

いう意識をもつことが，はげみになる。行政は，団

体の活動に対して報酬は支払わないが，清掃活動で

あれば，清掃用具を貸し出しまたは支給し，集めた

ゴミの始末は行政が行う。 

 アダプト制度の場合，清掃活動であれば，やるべ

きことが誰にでも同じように認識できるが，生態系

再生を市民に任せた場合，請け負う市民団体の生態

系への配慮が不足していると，再生ではなくて生態

系破壊になりかねない。例を挙げてみれば，河川や

池にニシキゴイやブラックバスを放流することであ

る。事前になんらかの形でチェックのプロセスを組

み込み，必要に応じて計画が修正できるようなシス

テムを作っておくとよい。 

 

４．生態系再生はどうあるべきか 

4.1 生態系再生の方針と目標 

まず，計画が重要である。生態系再生の場合は特

に，あるべき姿の共通認識を作ることがカギとなる。

市民も行政も，良かれと思ってやったことが，生態

系をもっと破壊してしまうことがあるので注意が必

要である。きれいな西洋花を植えたり，上にも記し

たように錦鯉を放流するようなことが，その例とし

てあげられよう。 

4.2 ルール作りの例 

目標とする生物を先に決めるとみんなが同じイメ

ージを描きやすく，そのためにやるべきことも見え

てくる。例えば「ホタル」と決めると，そのために

は川の流れはこうしたら良い，というように，必要

な方法や形がみえてくる。目標生物を選ぶ時には，

もともとその場にあった(生息していた)ものにする

というのが大原則である。 

また，生態系を再生したのち，その場をどう使い

たいのかをみんなで意思統一しておかないと，ちぐ

はぐしてしまうことが多い。その場所をサンクチュ

アリ（聖域）として人間は立ち入り禁止にするのか，

自由に立ち入ってバーベキューもできるような公園
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にするのかで，整備のしかた（道路，護岸の傾斜な

ど）が大きく違うはずである。また，「自然を残す」

（例えば，「ヨシ原を残す」）ことに対して「物騒

で危険，きたならしい」と感じる人もいるので，周

辺住民の人々との話し合いも必要になる。 

 

５．課題 

5.1 市民の課題 

一般に，市民による環境保全活動は，活動を立ち

上げることは比較的簡単だが，それを継続させるこ

とはむずかしい。特に，団体設立当初のメンバーだ

けでなく，新しい（若い）参加者を増やして活動を

広げていることは非常にむずかしく，多くの環境保

全活動団体の課題となっている。 
特に，活動事例で紹介したような里山づくり・森

づくりには数十年という長い時間とかなりの重労働

が必要である。大変な作業の合間に，収穫祭やお花

見等の楽しいイベントを入れ込むことも，活動の持

続に効果がある。これは会員同士の親睦を図ると同

時に，新しい仲間を増やすきっかけにもなる。 
生態系再生は工事終了がスタートであるともいえ

る。植物が根付き，魚類，昆虫等の動物が自然に集

まってきて初めて豊かな生態系が形成されたことに

なるからである。それを見守っていけるのは，行政

よりも地元の市民の力であろうと考える。 
5.2 行政の課題 

ひと頃と較べると行政担当者の考え方はずいぶん

変わってきてはいるが，まだ「市民」や「環境保全

活動団体」というものに対して必要以上に構えてし

まうことがある。市民と行政は決して敵対する立場

ではなく，行政は上でも下でもない。一緒に得意分

野で力を出し合っていくという「市民との付き合い

方」をさらに徹底する必要があろう。 

5.3 再生した生態系再生の維持 

人為的に生態系を再生したとき，多くの場合はそ

の状態を維持し続けるために何らかの手入れが必要

である。本来，安定した自然というものは実は常に

動的平衡が保たれていることが多く，そのバランス

が保てないところでは，すぐに「場」が変化してし

まい，そこに棲む生物相も変わってしまう。計画の

段階で，計画地の特性を生かしたできるだけ無理の

ない再生を考えることが，完成後の維持管理のしや

すさ・大変さにつながる。水域の生態系再生の場合

には，水の流れ（流速，流向，等）が重要な要素と

なることが多い。 

当初植栽した植物が，数年後にには生命力の強い

ヨシに負かされてしまったり，洪水が来て流されて

しまったり思わぬモノが流れて来たりする，自然の

予想外の事象も多い。さらに，再生を試みる場所だ

けを昔と同じように復元しても，周りの環境が昔と

大きく変化していることが多いため，草刈，ゴミ拾

い等の維持管理は不可欠である。 

 初めに書いたように，維持管理は市民が担当する

と良いと考えているが，自発的な集まりである市民

団体にとっては，定期的に継続的に作業することが

負担になるかもしれない。行きたい日だけ気楽に参

加したい，ということが許されなくなる。ちょっと

窮屈にはなるかもしれないが，最初にがんばり過ぎ

ないことなどを工夫しながら，活動を継続してほし

い。 

 

６．印旛沼流域における生態系再生のあり方 

 印旛沼流域における生態系再生を，沼の内部と流

域（沼の周辺）とに分けて考えると，すでに述べた

とおり，沼の中の再生は行政が行うべきであると考

える。実際，現在の市民の活動をみると，流域で展

開しているものがほとんどである。 

 しかしながら，沼内から消失してしまったといわれ

る沈水植物や二枚貝が流域の水路や水田では少量な

がら現在も確認されており，市民がそれらの生物の

分布調査をしたり，小規模ながらも水路等において

水草やマシジミの再生を試みている。このような市

民の活動は流域における生態系再生のみならず，将

来の沼本体の生態系再生にとっても，在来種の保存

のためになくてはならない重要な仕事である。そし

て，流域におけるそのようなきめ細かい活動は，市

民でなくてはできない活動でもある。 

 流域におけるこうした市民の活動を受けて，沼本

体の生態系再生を行政が行うという，協働という形

をもってして，初めて印旛沼の生態系再生が実現す
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るのではないだろうか。 
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